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On September 6, 2018, Hokkaido Eastern Iburi Earthquake was occurred. The center of this earthquake 
is Atsuma of Iburi region. Moreover, the maximum seismic intensity was 7. After this earthquake, the 
authors investigated RC buildings and foundation damages in Iburi and Hidaka regions. As the result 
of the survey, however very sever damages were not confirmed, there were minor damages at RC non-
structural walls, RC expansion joints and foundations on banking. Therefore, a structural design 
methods are required for these members. 
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表 2.4 厚真町における学校建築物の被害状況の一例
記号 地域 最大震度 校舎の諸元 被害状況の概要













   
(a) 梁および柱のひび割れ          (b) 開口部周囲のひび割れ
写真 2.1 学校 A1 の被害状況
(2) 安平町
表 2.5 に安平町における学校建築物の被害状況の一例を示す。安平町の学校建築物においても，被害
は散見されるものの，損傷度区分としては厚真町と同様に，損傷度 I から II の範囲であると考えられる。
表 2.5 安平町における学校建築物の被害状況の一例
記号 地域 最大震度 校舎の諸元 被害状況の概要
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(a) 建物全景                 (b) EXP. J.の損傷
   
(c) 非構造壁の損傷-1            (d) 非構造壁の損傷-2
   
(e) 時計付き飾り壁の損傷       (f) 飾り壁の撤去後(Ｈ30.11 撮影)
写真 2.2 学校 B1 の被害状況
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写真 2.3 に学校 B2 の被害状況を示す。本建物においても，外観調査だけでなく内観調査も実施して
いる。(a)に示すように当該建物では，床に大きなひび割れが確認された。また，(b)や(c)に示す通り，
学校 B1 と同様に非構造壁や EXP. J.の被害も確認された。さらに，基礎梁の仕上げモルタルの剥落など
の損傷も確認された。この他にも，建物内部において RC 梁の仕上げモルタルの剥落が生じていた。
   
(a) 床に生じたひび割れ           (b) 非構造壁の被害
   
(c) EXP. J.の損傷           (d) 基礎梁の仕上げモルタルの剥落
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写真 2.4 から写真 2.6 に，むかわ町で確認された学校建築物の被害事例を示す。
写真 2.4 は学校 C2 において，校舎と体育館の間の渡り廊下の EXP. J.に生じた被害であり，このため
か基礎梁で，仕上げモルタルの剥落が確認される。また写真 2.5 は，学校 C4 の腰壁に生じたひび割れを
示している。さらに学校 C3 では，写真 2.6 に示すように外壁の剥落が確認された。
写真 2.4 校舎と体育館の渡り廊下の EXP. J.の被害(C2)
   
写真 2.5 腰壁に生じたひび割れ(C3)         写真 2.6 外壁の剥落(C4)
2.2.2 その他の建物
前項では，学校建築物の被害事例について報告した。前述のように本対象地域では，地域の特質上大
規模な RC 構造物はほとんどないが，庁舎や集合住宅など，幾つかの RC 造建物があり，これらの建物に
おいても，被害が確認された。そこで本項では，これらの被害事例について述べる。





写真 2.8 は，厚真町にある 3 階建の集合住宅の被害事例である。学校建築物においても，校舎と校舎
の間，あるいは校舎と渡り廊下との間の EXP. J. で被害が確認された。これらと同様に写真 2.8 も EXP. 
J.の被害である。この集合住宅は，2 つの棟が平面的に「へ」の字形に並んでおり，これらをつなぐ渡り
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廊下との間の EXP. J.周囲で被害が生じている。これまでに見た被害と異なり，RC 柱のかぶりコンクリ
ートが，鉄筋が見えるほど大きく剥落している点に特徴がある。
写真 2.9 は，むかわ町にある 4 階建の集合住宅の被害事例であり，基礎梁から壁に向かって大きなひ
び割れの発生が確認された。
写真 2.7 外壁の被害事例（厚真町）
   
(a) 建物全景（渡り廊下）           (b) EXP. J.の被害
写真 2.8 3 階建て RC 集合住宅の EXP. J.の被害（厚真町）
   
(a) 建物全景            (b)基礎梁から壁に伸びるひび割れ
写真 2.9 4 階建て RC 集合住宅の被害（むかわ町）
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北海道胆振東部地震における胆振・日高地方の建物の被害調査結果 





調査は 9 月 13 日に上記 4 つの市町に赴き，初動調査として被害状況を把握した。また，12 月 25 日と




厚真町は最大震度 7 を観測した地域であり，新町と豊沢の 2 つの地区の調査を実施した（図 3.1）。
(1) 新町地区
 厚真町新町地区は，中心市街地から南東方向に位置し，標高が市街地よりも 10～20m 程高く，傾斜地
が多い。この地区では，写真 3.1～写真 3.2 に示すように，道路や建物敷地内に地盤変動に伴う地割れの
被害が多数発生していた。
図 3.1 厚真町の調査エリア（航空写真・標高コンター）
   
写真 3.1 整備中の道路に生じていた地割れ 写真 3.2 建物敷地内に生じていた地割れ
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写真 3.3 擁壁の沈下・水平移動 写真 3.4 建物の背面地盤での地割れ
  
図 3.2  RC 造 3.F 建物の配置図 写真 3.5  RC 造 3.F 建物の全景
   
写真 3.6 1F 出入口の損傷 写真 3.7 敷地東側での地割れ
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写真 3.3 擁壁の沈下・水平移動 写真 3.4 建物の背面地盤での地割れ
  
図 3.2  RC 造 3.F 建物の配置図 写真 3.5  RC 造 3.F 建物の全景
   
写真 3.6 1F 出入口の損傷 写真 3.7 敷地東側での地割れ
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 写真 3.5 は RC 造 3.階建てアパートの全景である。この建物は，図 3.2 のように南・東側の周辺道路よ
りも数 m 高い場所に建てられており，1 階出入口で基礎部材の損傷（写真 3.6）が確認された。また，建
物の敷地東側で地割れ（写真 3.7）が生じると共に，東側アプローチの斜路では 20cm 程度の段差が発生，
道路との境界となる歩道では隆起が生じていた。建物周辺の地盤変状によって軽微な被害は確認された
ものの，建物自体の沈下や傾斜は認められなかった。
 その他に，傾斜地において住宅の基礎部材の損傷（写真 3.8，写真 3.9）や擁壁のはらみ出し，ブロッ
ク塀の倒壊などの被害が確認された。
(2) 豊沢地区




 写真 3.10 は玄関側のデッキ部分が損壊した平屋の住宅である（写真はデッキ部分が撤去後）。この敷
地は住宅の南側と東側（写真の手前側と右側）が傾斜しており，東側には沢が流れている。地盤が斜面
方向に変動したことが要因で住宅に大きな被害を及ぼしたと思われる。 
 写真 3.11 は傾斜地に建つ平屋の住宅であり，谷側にある柱が中央の梁との接合部で折損する被害が確
認された。被害が生じた柱の脚部が谷側へ水平移動していることから，斜面のすべりに伴う地盤変位の
影響が建物の位置によって差異が生じたことで断面欠損した柱の弱部に被害が生じたと思われる。 
   
写真 3.10 地盤の変動によって損壊したと 写真 3.11 地盤のすべりによって谷側の柱が
   思われる住宅（正面のデッキ部分の撤去後） 折損したと思われる住宅
3.2.2 安平町
 安平町は最大震度 6 強を観測した地域であり，調査を実施した早来大町地区は JR 安平駅から北東に
位置する。
 この地区の比較的平坦な敷地に，RC 造 2 階建ての集合住宅が図 3.3 のように全体で 3 棟配置されてい
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れなかった。建物 B でも周辺地盤が 10cm 程度沈下し，建物北側の共用部分の床・壁の境界部では水平
方向に大きなクラックが発生（写真 3.14）していた。また，建物 B と建物 C の住棟間の通路において多
数の変状が見られ，周辺道路でも 5cm ほどの段差が生じていた。
 写真 3.15 は丘陵地に建つ神社における被害の状況である。社殿が完全に崩壊し，屋根が地上にある状
態であった。参道にある石柱が東側へ転倒し，また神社の南側に位置する住宅地の斜面ですべり（写真
3.16）が見られたことから，地盤変動が大きかったと思われる。
 写真 3.17 は神社の西側の傾斜地に建つ 2 階建ての戸建て住宅の被害状況であり，外壁が損壊して一部
が剥落していた。敷地は建物の南西側と北西側に斜面があり，北西側の擁壁がはらみ出していた。地盤
変動によって基礎が大きく動き，変形が上部構造物にも及んだと思われる。
 その他に，写真 3.18 に示すように住宅の基礎部材に一部ひび割れや損傷などが見られたが，比較的新
しい住宅では外観上からは大きな被害は確認できなかった。
   
図 4.3 RC 造 2F 建物の配置図 写真 3.12 RC 造 2F 建物 A の全景と地割れ
   
写真 3.13 地盤沈下と基礎に一部ひび割れ 写真 3.14 建物 B の共用部分での損傷
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写真 3.17 傾斜地に建つ住宅と擁壁の被害 写真 3.18 基礎に一部ひび割れ
3.2.3 むかわ町
 むかわ町は最大震度 6 強を観測した地域であり，調査を実施した美幸，末広，大原地区はむかわ駅の
南側～東側に位置する市街地である。地盤の水平変位に伴うインターロッキングの変状が至る所で発生
していた。





   
(1) 建築物 A (2) 建築物 B
写真 3.19 建築物の倒壊・変形（基礎・地盤の被害状況の確認が困難）
写真 3.20  基礎に一部ひび割れ
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3.2.4 新ひだか町
 新ひだか町は最大震度 6 弱を観測した地域であり，調査地は静内の山手・末広地区である。





写真 3.22 地盤変動に伴う外階段の変状 写真 3.23 基礎フーチング周辺の地盤変状
写真 3.24 基礎梁の損傷
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